2010年度対話創生プロジェクト

「海外日本語教育機関派遣プログラム」報告書
岸 晴苗（日本語教育学講座Ｍ１）
派遣先：大葉大学外国語学院応用日語系

日程：2011年3月4日（金）～3月14日（月）
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３月４日（金）

　１８:２０　大葉大学の黄英哲先生と空港でご対面。

会うまで緊張していましたが、優しそうな笑顔に安心。

　　　　　　その後、４年生の学生さんと一緒に晩御飯を伝統的な台湾料理のお店でいただきました。学生さんに日本語の勉強を始めたきっかけや、将来の夢などを聞きました。黄先生は名古屋大学の先輩です。名古屋大学の昔の様子などを聞かせてもらいました。
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２０:３０　黄先生、学生さんと夜市へ。屋台の食べ物はみんなおいしそうですが、学生さんの好きなものは台湾風から揚げや臭豆腐！あんなにレストランで食べたのに、たくさん買い食いをしました。
３月５日（土）

１２:３０　３年生の学生とホテルロビーで待ち合わせ

　　　　　博物館と植物園に連れて行ってもらいました。
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３月６日（日）

１１：００　美術館見学へ
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３月７日（月）

９：３０　黄先生がホテルにお迎え、大葉大学へ
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１０:３０～　大学オリエンテーション
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１８：３０　３年生と逢甲夜市へ
３月８日（火）

９：３０　ホテル発

　

１０：２０　応用日本語学科見学
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３月９日（水）

９：００　　散歩　（向上市場見物）

　　　　　　午後から大学へ行くことになり、午前中はホテルの周りを散策しました。
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１２：００　黄善先生のお迎え

１５：２０　日本語能力試験の模擬試験、試験監督

　　　　　　能力試験の模擬試験は希望者は無料で受けられるそうです。私はＮ４の試験監督を担当し、受験者は４名でした。


３月１０日（木）

９：３０　　ホテル発

１０：３０　許先生と大学の事務を訪問

　　　　　　大葉大学の記念品（クリアーファイル、コップ、かばん）をいただきました。


１３：１０　張先生の授業ＴＡ
　　　　　　

３月１１日（金）

１０：００　東海大学見学　

　　　　　　黄先生が東海大学見学に連れて行ってくださいました。黄先生の日本語の先生やお知り合いがたくさんいるそうです。
　　　　　　


３月１２日（土）

９：２０　「日月潭」観光旅行へ出発

３月１３日（日）

１１：００　バスで在来線台中駅へ

　　　　　　駅周辺を散策

　　　　　　台中駅は活気があり、人の行き来が激しかったです。駅近くから台湾の各方面へ向かうバスも出ているようで、大きな荷物を持った人であふれていました。駅前はにぎやかで、秋葉原のような電気街もありました。本屋や文房具店を見たり、市場を見学しました。散策の途中で、台湾の名物を食べることにしました。まず、今回学生に教えてもらって気に入った「仙草ゼリー」の入ったデザートを食べました。それから、大好きな「豆花」もおいしかったです！





１９：００　ホテルに戻り、荷物の片付け

３月１４日（月）

１１：００　黄先生がお迎えに来てくださり、ホテルを出発し台鉄台中駅で黄先生とお別れ。→桃園国際空港へ

１５：４５　離陸

大葉大学での学生や先生方の交流は、大変貴重な経験となりました。台湾で日本にあこがれ、日本語の学習に励んでいる学生たちと話しをし、意見の交換ができたこと、一緒に夜市を散策したことなど、かけがえのない体験ができました。参加させていただきありがとうございました。
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この日は台湾に寒波が来ていました。思っていたよりずっと寒く、セーターを購入しました。


宿泊は、台中市内にある設備の整った小奇麗なホテルです。部屋でインターネットや国際電話も使えます。ホテルのスタッフはあまり英語が通じませんが、とても親切に対応してくれます。





日本の歌手やドラマが大好きで日本語の勉強を始めました！





名古屋大学がなつかしいなあ。


杉村先生や鷲見先生は私の先輩です。





立派な博物館


特別展は「チョコレートの不思議」展


土曜日でお天気もよく、大勢の人でにぎわっていました。
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植物園の温室はなかなか見ごたえがあります。魚にえさをやる様子も見られます。家族連れやカップルがのんびり過ごしていました。





兵馬俑も携帯電話もコンピュータもチョコレートで作られています。
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この日は特に予定がないため、一人で美術館に向かいました。国立台湾美術館は入場無料。広くてきれいです。


　兎年にちなんだ絵画などの展示が見られました。





１６：００　台中公園へ


美術館から台中公園へはバスで移動（２０元）。初めてのバス乗車に緊張しましたが、乗り方はわかりやすく無事にたどり着くことが出来ました。園内の日月湖の湖心亭は１００年の歴史がある台中のシンボルです。湖上では小型ボートを漕ぐことができます。園内は木々が生い茂り、大木の下で宴会をするグループも見ました。
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美術館の前は「美術園道」という広い並木道になっていて、おしゃれなレストランやカフェが並んでいます。お天気もよく、散歩を楽しみました。


ドレスを着て写真撮影もしている人もいました。
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大葉大学は周りが山に囲まれ、自然環境に恵まれた場所にあります。広大な敷地に木々や花があふれ、気持ちのいいキャンパスです。５学部２５学科の私立大学で、創立２１周年になります。台中市内からは約２５キロ、車で４０分ほどかかります。
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大学は広いので学内を無料のバスが巡回しています。女子寮は山の上のほうにあるので移動が大変だそうです。ほとんどの学生はバイクを持っています。バイクの数に驚きました。
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４階建てのきれいな図書館には、日本語の学習教材や日本の新聞、雑誌、ＤＶＤがそろっています。日本の大学かと思ってしまうほど立派です。地下は自習室になっていて、夜まで開放されているそうです。
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学生はおいしい店をよく知っています。もっとも、人気のある店は行列ができているのですぐわかりますけれど。


←　サツマイモのお団子のようなもの。甘くておいしい！





→臭豆腐にアヒルのレバーをのせたもの。人気店らしく、学生もおいしそうに食べていましたが、私にはちょっと・・・。
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逢甲夜市は台中で一番大きい夜市です。平日でも大勢の人がいて、大変にぎやかです。近くには逢甲大学があり、若者の姿が目立ちます。食べ物だけでなく、衣類やアクセサリーなどのお店もあって見ているだけでも楽しいです。
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１３:１０　荒井先生の作文授業の見学


１５:２０　許先生の授業参加　将来の夢などをたずねたり、学生からの質問に答えました


１６:２０　林先生の授業参加　日本についてのクイズに答え、台湾や大葉大学についてのクイズ作成


（グループワーク）


授業に参加させていただいて、学生さんからいろいろなお話が聞けてよかったです。日本のアニメや歌やドラマは人気があります。特に「嵐」は台湾でも大人気で、許先生も大好きだそうです。





黄先生のご配慮で、私のために研究室を用意してくださいました。パソコンを貸してくださり、インターネットも使え、特別な待遇をしていただきました。


この日は許先生からお弁当をいただきました。豚足と麻婆豆腐の入った台湾らしいご飯でした。とてもおいしかったです。
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大葉大学の外国語学部には英語学科、応用日本語学科、ヨーロッパ言語学科の３つの学科があります。


私がお世話になるのは応用日本語学科です。ここで日本語を学ぶ学生は、１年生約１５０人、２年生約１００人、３年生約１００人、４年生約５０人です。専任教員は１２名いて、うち３名は日本人教員です。


　「日本村」という教室があり、ここでコンピューターで日本のテレビ番組が見られたり、自由に勉強することができます。まるで日本にいるようです。
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朝の市場は活気があります。肉、魚、野菜、豆などの食料品や衣類、かばん、靴などの店、そして屋台も出ています。どれも新鮮で安いです。台湾の人々の生活を垣間見ることができました。





→肉屋のストール。これだけ並ぶと壮観です。おいしい料理となって私たちの胃に入るのですね。
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大葉大学は日本の４つの大学と姉妹校提携を結んでいます。その中の一つは山口大学で、この日は山口大学から３名の先生がいらしていました。
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許先生は、お弁当やお菓子をくださったり、事務室へ連れて行ってくださいました。お話好きで、明るく、何かとお世話になりました。
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広い畳の教室で、座布団もあります。先生はマイクを使い、学生が発話するときもマイクを使用していました。学生を当てるときに使う氏名カードがありました。いつ当たるのかと学生は緊張します。
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１６：２０　陳先生の会話授業参加


　　　　　　学習項目は「自己紹介」でしたので、学生一人一人に自己紹介をしてもらいました。


　　　　　　元気のいいクラスで、楽しい雰囲気でした。














張先生は名古屋大学で杉村先生の指導のもとで修士課程を終え、現在非常勤講師として大葉大学で教鞭をとっています。優しい笑顔で穏やかな口調が印象的でした。


「どうすれば聴解ができるようになるのか」「どうすれば日本人のように発音できるようになるのか」など学生からの質問を受けました。
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１３：１０～　黄先生の調査協力　（会話分析のため、学生との会話をＩＣレコーダーに録音）





１６：１０～　林先生の文法クラス見学


　　　　　　「～にくい、～やすい」、「～やすくて～、～にくくて～」の文法項目を学習


　　　　　　授業は講義形式で、先生の説明はほとんど中国語でした。学生はおとなしそうな印象を受けましたが、先生の話に集中してメモをよくとっていました。





　　　　　　このあと日本の地震と津波のニュースをインターネットで知りました。


　　　　　　実家に電話をするも、つながらないため心配になりました。





１８：３０　高鉄台中駅で杉村先生と合流し、食事。





２２：００　実家の家族と連絡がとれ、無事が確認できてほっとしました。


ホテルのテレビとインターネットで日本の災害について知り、被害の大きさに驚きました。ずっとテレビを見て一夜を過ごしました。
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←広大なキャンパス内には牧場もあります。





→文学部の中に日本語学科があります。
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東海大学は1955年に台湾で最初の私立大学として設立されました。６学部を持つ総合大学で、キリスト教系の大学です。


　


←東海大学、そして台中のシンボルでもある教会。柱を一本も使わずに作られているそうです。
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１１：００　紹興酒の産地「埔里」という町で紹興酒博物館を見学。この町は天然湧き水があり、海抜が高く涼しいので、おいしい紹興酒が作れるのだそうです。製造工程は日本酒とほぼ同じようですが、特徴はお酒を寝かすのに、ワインは木の樽を使いますが、紹興酒は瓶を使うそうです。


紹興酒は飲みませんでしたが、紹興酒に漬けた卵や紹興酒の入ったソーセージなどはどれも絶品でした。
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みょうに涼しいですね～





ロープウェーに乗って、さらに高いところまで。


かなりの高さに怖くなりましたが、上から見下ろす日月潭もきれいでした。


　ユウさん（左）と黄先生（右）。おっとりとした「癒し系」のユウさんは、


日本語がとても上手です。


　


すばらしい景色とたくさんのおいしいものが食べられて、とても楽しい観光旅行でした。黄先生ありがとうございました。
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遊覧船に乗りました。湖上からの眺めも美しく、景色がとてもいいです。


私たちが乗った遊覧船を運航するのは、この周辺に住む原住民サオ族でした。彼らのシンボルはフクロウで、船にも人形が飾られていました。
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１２：００　日月潭に到着


　　　　　　日月潭は太陽と月の形をした台湾でもっとも大きな湖で、世界的にも有名な観光地です。


　　　　　　この日は日曜日で穏やかなお天気だったので、たくさんの観光客がいました。


　　　　　　


　　　　　　４月から名古屋大学に入学するユウさんも同行してくれて、台湾の事情について説明してくれたり、通訳をしてくれたりして助かりました。
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→仙草という植物を煮詰めると、とろりとしたゼリー状になるそうです。これにシロップや芋のもちなどをのせて食べます。
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←大好きな「豆花」。おぼろ豆腐のようで「豆腐プリン」と呼ばれたりします。私は温かい「豆花」にピーナッツや小豆をトッピングするのが好きです。








